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会

　

９
月
20
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
原
案
の
と
お
り
可
決
・

認
定
し
、
３
件
の
陳
情
は
１

件
が
採
択
、
他
２
件
は
不
採

択
及
び
継
続
審
査
と
な
り
ま

し
た
。

◇
平
成
28
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分
）

問　

せ
せ
ら
ぎ
遊
歩
道
の
り

面
の
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

答　

２
箇
所
の
え
ぐ
れ
と
表

層
崩
壊
２
箇
所
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。

問　

２
箇
所
表
層
土
の
流
出

箇
所
の
対
応
と
工
法
は
。

答　

今
す
ぐ
に
と
は
考
え
て

い
な
い
が
、
緑
地
保
全
と
し

て
考
え
て
い
る
。

◇
平
成
28
年
度
福
生
市
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

問　

今
回
の
補
正
の
理
由
と

具
体
的
な
場
所
は
。

答　

産
業
道
路
延
伸
の
用
地

取
得
が
進
み
、
工
事
範
囲
の

拡
大
で
、
多
摩
橋
通
り
の
原

ヶ
谷
戸
地
区
を
計
画
予
定
し

て
い
る
。

問　

工
事
延
長
は
。

答　

１
０
５
・
４
５
ｍ
で
あ

る
。

◇
平
成
27
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

問　

雨
水
対
策
工
事
箇
所
は
。

答　

熊
川
・
福
東
地
区
他
４

箇
所
実
施
し
た
。

問　

基
金
積
立
金
の
状
況
は
。

答　

年
度
末
で
８
億
４
４
７

１
万
４
１
７
円
。
目
標
額
を

16
億
円
と
し
て
い
る
。

問　

使
用
料
の
増
額
理
由
は
。

答　

基
地
内
の
使
用
量
の
増
、

高
校
の
新
設
工
事
と
考
え
る
。

　

９
月
21
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
６
件
の
議
案
を
審

査
し
原
案
の
と
お
り
可
決
・

認
定
し
、
１
件
の
陳
情
が
不

採
択
、
４
件
の
陳
情
が
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◇
平
成
28
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
）

問　

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
促

進
事
業
と
は
。

答　

国
の
地
域
介
護
福
祉
空

間
整
備
促
進
交
付
金
を
活
用

し
て
、
市
内
介
護
事
業
所
に

購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
も
の
。
要
介
護
者
の
移
動

見
守
り
等
に
利
用
し
て
、
介

護
者
の
負
担
軽
減
、
業
務
の

効
率
化
の
ほ
か
、
要
介
護
者

の
睡
眠
、
覚
醒
、
起
き
上
が

り
等
の
生
活
リ
ズ
ム
を
デ
ー

タ
化
す
る
。

◇
平
成
28
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

問　

予
備
費
の
額
が
２
億
９

５
５
６
万
７
千
円
と
大
き
い

理
由
は
。

答　

福
生
市
の
国
民
健
康
保

険
の
１
か
月
の
保
険
給
付
費

は
約
３
億
円
か
ら
４
億
円

で
、
高
額
医
療
な
ど
の
影
響

で
変
動
す
る
金
額
も
大
き

く
、
ま
た
基
金
等
が
な
い
の

で
予
備
費
に
一
旦
計
上
し
て

不
足
が
起
き
た
場
合
に
対
応

す
る
。

◇
平
成
28
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
１
号
） 

問　

国
・
都
支
払
基
金
返
還

金
が
１
３
２
７
万
円
と
減
少

傾
向
に
あ
る
理
由
は
。

答　

国
・
都
支
払
基
金
返
還

金
は
平
成
27
年
度
の
介
護
給

付
費
等
の
精
算
に
伴
う
返
還

金
で
あ
り
、
毎
年
１
月
に
変

更
交
付
申
請
を
行
っ
て
い
る

が
、
10
月
分
ま
で
の
給
付
実

績
か
ら
残
り
の
４
か
月
の
給

付
の
推
計
が
、
概
ね
想
定
内

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
返
還
金

が
減
少
し
た
。

◇
平
成
27
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

問　

一
人
当
た
り
の
一
般
会

計
繰
入
金
と
他
市
と
の
比
較

は
。

答　

一
般
会
計
か
ら
の
赤
字

補
て
ん
分
の
一
人
当
た
り
の

繰
入
金
は
、
26
市
平
均
で
３

万
７
５
６
５
円
、
他
市
と
の

比
較
で
は
、
繰
入
額
の
高
い

方
か
ら
調
布
市
の
５
万
３
６

８
４
円
、
国
立
市
の
５
万
３

４
５
５
円
、
福
生
市
は
４
万

３
０
８
５
円
で
９
位
で
あ

る
。

◇
平
成
27
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

問　

低
所
得
者
保
険
料
軽
減

繰
入
金
の
目
的
や
対
象
者
等

は
。

答　

平
成
27
年
の
介
護
保
険

法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
低
所
得
者
の
保
険
料
軽

減
の
た
め
国
が
２
分
の
１
、

都
が
４
分
の
１
、
市
が
４
分

の
１
を
公
費
で
負
担
す
る
も

の
。
対
象
者
は
第
一
段
階
の

２
８
８
９
人
、
年
間
保
険
料

３
万
４
８
０
０
円
を
３
万
１

３
０
０
円
へ
と
軽
減
し
た
。

◇
平
成
27
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て 

問　

健
康
増
進
事
業
費
補
助

金
の
概
要
は
。

答　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
は
温
泉
施
設
利
用
助
成
が

利
用
で
き
な
い
の
で
、
平
成

21
年
１
月
か
ら
市
独
自
事
業

と
し
て
開
始
し
、
高
齢
者
の

外
出
機
会
の
促
進
と
、
健
康

増
進
を
目
的
と
し
た
補
助
金

で
あ
る
。

　

９
月
23
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
開
会
後
、
防
災
食

育
セ
ン
タ
ー
（
災
害
時
対
応

施
設
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

◇
平
成
28
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

問　

基
幹
系
シ
ス
テ
ム
を
ハ

ウ
ジ
ン
グ
型
か
ら
ク
ラ
ウ
ド

型
に
変
更
し
た
理
由
は
。
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
は
。

答　

当
初
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

機
器
の
更
新
や
経
費
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
等
か
ら

現
行
の
ハ
ウ
ジ
ン
グ
型
と
し

て
い
た
。
そ
の
後
、
業
者
か

ら
ク
ラ
ウ
ド
型
に
よ
る
シ
ス

テ
ム
へ
の
移
行
の
提
案
が
あ

り
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
、

経
費
等
の
問
題
点
が
解
消
さ

れ
、
併
せ
て
国
が
効
率
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
移
行
を
推
進
し
て
い
る
こ

と
等
か
ら
変
更
し
た
も
の
。

問　

幾
つ
か
の
事
業
の
財
源

と
し
て
市
民
か
ら
の
ご
寄
附

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
基
金
を

取
り
崩
し
て
い
る
が
、
寄
附

金
は
、
す
べ
て
充
当
し
て
い

る
の
か
。

答　

ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た

時
期
に
よ
り
多
少
変
わ
る

が
、
寄
附
金
は
す
べ
て
、
寄

附
者
の
意
向
に
沿
っ
て
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
で

新
公
会
計
制
度
に
よ
る
改
良

経
費
が
出
て
い
る
が
、
当
初

予
算
に
計
上
し
な
い
で
、
補

正
予
算
に
し
た
理
由
は
何

か
。

答　

実
施
計
画
と
予
算
の
事

業
単
位
を
一
致
さ
せ
る
全
国

初
の
試
み
の
た
め
、
入
力
項

目
や
出
力
様
式
の
検
討
が
必

要
で
あ
っ
た
た
め
、
業
者
と

の
調
整
が
必
要
で
あ
り
、
補

正
予
算
と
な
っ
た
。

◇
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
給
食

用
備
品
（
調
理
用
備
品
））

◇
財
産
の
取
得
に
つ
い
て（
防

災
食
育
セ
ン
タ
ー
給
食
用
備

品
（
給
食
配
送
用
車
両
））

問　

給
食
用
の
箸
が
、
当
初

計
画
の
木
製
か
ら
ナ
イ
ロ
ン

樹
脂
製
に
変
わ
っ
た
理
由

は
。

答　

食
育
の
観
点
か
ら
木
製

を
検
討
し
て
い
た
が
、
新
た

に
導
入
す
る
食
器
洗
浄
機

は
、
高
温
で
洗
浄
し
、
木
製

は
劣
化
し
や
す
い
こ
と
が
判

明
し
た
た
め
、
安
全
性
を
優

先
し
変
更
し
た
。

問　

飯
、
汁
椀
は
、
強
化
磁

器
食
器
を
選
定
し
て
い
る

が
、
他
の
素
材
も
検
討
し
た

の
か
。
こ
の
製
品
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
の
か
。

　

ま
た
、
給
食
配
送
用
車
両

を
２
ト
ン
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
車
に
し
た
理
由
は
。

答　

洗
浄
に
よ
る
水
圧
や
保

管
の
際
の
高
温
の
問
題
か
ら

耐
久
性
の
あ
る
強
化
磁
器
食

器
を
選
定
し
た
。
強
化
磁
器

食
器
は
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な

製
品
で
あ
る
。

　

ま
た
、
当
初
は
、
電
気
自

動
車
を
検
討
し
た
が
、
仕
様

に
見
合
う
車
両
が
な
く
、
環

境
面
、
燃
費
、
給
油
所
数
を

考
慮
し
、
選
定
し
た
。

問　

食
器
導
入
に
当
た
り
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
へ
の
相
談
は
。

答　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
審
議
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
検
討

し
た
。

　

定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
６
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

市
民
厚
生
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　今定例会の常任委員会では、付託された議
案及び陳情の審査が９月20日、21日及び23
日の３日間、建設環境・市民厚生・総務文教
委員会の順で行われました。
　議会運営委員会は、本会議の議事日程や議
案の取り扱い、議会だよりの編集等で６回行
われました。
　また、横田基地対策特別委員会、議会改革
に関する特別委員会が９月26日に行われまし
た。
　ここでは、各常任委員会及び各特別委員会
から報告された主な審査概要をまとめました。

委員会の委員会の委員会の
　　審査から　

▲導入予定の介護ロボット（生活リズムを把握）

▲せせらぎ遊歩道の様子

▲防災食育センター（災害時対応施設）建設現場を視察


